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01 はじめに 

本マニュアルは、Terminal System の設定を行う「ターミナル設定」アプリケーションの使用方法について記載します。 

1.1 ターミナル設定とは 
ターミナル設定とは、intdash Edge システムが動作する端末機器（以降 Terminal）の状態確認や、ネットワーク、伝送方法 

（フィルタやサンプリング）などの設定ができる Web アプリケーションです。1 

 

1.2 intdash Edge とは 
intdash Edge は、複数のプロセスから構成されるシステムで、 

・ CAN や GPS、カメラ等の各種デバイスから高頻度データの取得を行う 

・ 高頻度データを 1 つの時系列で統一する 

・ 高頻度データを intdash サーバーに送信する 

機能を提供します。 

 

02 動作環境 

ターミナル設定では、以下の環境で動作確認をしております。動作環境以外では正常に表示・動作しない場合がありますので、あらか

じめご了承ください。 

 環境 

OS 
・ Windows 10 

・ macOS 10.14 (Mojave) 

Web ブラウザ 
・ Google Chrome 

・ Safari 

 

 Web ブラウザアップデート時の注意点 

Web ブラウザのアップデートによって、一部の機能が動作しなくなった場合、サポート窓口までお問い合わせください。 

 
1 Terminal によっては、設定できない項目もあります。 
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03 セットアップ 

ターミナル設定にアクセスするには、クライアント PC と Terminal をネットワーク接続した後、ブラウザから所定の URL にアクセ

スする必要があります。 

詳細は以下のページを参照してください。 

・ 3.1 クライアント PC と Terminal を接続する 

・ 3.2 ブラウザでターミナル設定へアクセスする 

 

3.1 クライアント PC と Terminal を接続する 
クライアント PC と Terminal をネットワーク接続するには、以下の方法があります。 

接続方法 使用可能な条件 

イーサネットケーブル いつでも使用できます。 

無線 LAN 

あらかじめ LAN に接続するための無線アクセスポイント機器を設置しておく必要がありま

す。 

Terminal に USB 無線 LAN アダプターを接続しておく必要があります。 

無線 LAN アクセスポイント 
あらかじめターミナル設定で無線 LAN アクセスポイントを有効にする必要があります。 

Terminal に USB 無線 LAN アダプターを接続しておく必要があります。 

 

Point:初めて使用される場合 

ターミナル設定を初めて使用される場合は、イーサネットケーブルで接続してください。 

イーサネットケーブルで接続する 
1. クライアント PC と Terminal を、イーサネットケーブルで直接接続します。 

   

   

Point:その他の接続方法 

クライアント PC と Terminal を同じローカルネットワークに接続することでもアクセスできます。 

 

2. ブラウザでターミナル設定へアクセスし接続を確認します。 
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無線 LAN で接続する 
Terminal を既存のアクセスポイントに接続し、ネットワーク経由でクライアント PC から接続する方法です。 

1. ターミナル設定の、無線 LAN(クライアントモード) 設定で、無線 LAN に接続します。 

・ 【接続】 ラジオボタンを、On にします。 

・ 【モード】 で、クライアントモードを選択します。 

・ 【SSID】 に、あらかじめ設置した無線アクセスポイント機器の SSID を入力します。 

・ 【パスワード】 に、あらかじめ設置した無線アクセスポイント機器のパスワードを入力します。 

・ 入力が完了したらネットワークサービスの 【更新】 ボタンをクリックしてください。1 

2. Terminal が接続した無線 LAN アクセスポイントに、クライアント PC も接続します。 

Windows 10 

・ タスクバーから  をクリックします。 

・ 表示されたパネルから 【Wi-Fi】 パネルをクリックします。 

・ 表示されたリストから設定した SSID を選択します。2 

・ 【接続】 ボタンをクリックします。 

・ 次に【ネットワークのセキュリティーキー入力】に、設定したパスワードを入力します。 

・ 【次へ】 ボタンをクリックします。 

macOS 

・ メニューバーの  をクリックします。無線 LAN が有効になっていない場合は、  をクリックし、【Wi-Fi をオンにする】 

を選択してください。 

・ 表示されたリストから使用する SSID を選択します。3 

・ 表示されたダイアログの 【パスワード】 に、 設定したパスワードを入力します。 

・ 【接続】 ボタンをクリックします。 

3. ブラウザでターミナル設定へアクセスし接続を確認します。 

無線 LAN アクセスポイントで接続する 
Terminal 自体を無線 LAN アクセスポイントとして動作させ、クライアント PC から直接接続する方法です。 

1. ターミナル設定の、無線 LAN(アクセスポイントモード) 設定で、無線 LAN アクセスポイントを有効にします。 

・ 【接続】 ラジオボタンを、On にします。 

・ 【モード】 で、アクセスポイントモードを選択します。 

・ 【SSID】 に、設定したい SSID を入力します。 

・ 【パスワード】 に、設定したいパスワード（8～63 文字）を入力します。 

・ 入力が完了したらネットワークサービスの 【更新】 ボタンをクリックしてください。4 

2. Terminal 上で設定した無線 LAN アクセスポイントに、クライアント PC から接続します。 

3. ブラウザでターミナル設定へアクセスし接続を確認します。 

 

 

 

 

 

 
1 USB 無線 LAN アダプターが接続されていない場合、更新ボタンをクリックした際にエラーが表示されます。 

2 リストに設定した SSID が表示されない場合は、再度ターミナル設定で無線 LAN 設定を行なってください。 

3 リストに設定した SSID が表示されない場合は、再度ターミナル設定で無線 LAN 設定を行なってください。 

4 USB 無線 LAN アダプターが接続されていない場合、更新ボタンをクリックした際にエラーが表示されます。 
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3.2 ブラウザでターミナル設定へアクセスする 
ターミナル設定へアクセスするには、OS の設定が以下のようになっていることを確認してください。 

OS 設定 

Windows 10 IPv6 設定が有効になっていること 

macOS IPv6 設定がリンクローカルのみになっていること 

アクセス方法 
1. ブラウザのアドレスバーに http://<Terminal のエッジ名>.local/ を入力し、エンター（またはリターン）キーを押してくださ

い。1 2 

 

Point:URL の入力方法 

ブラウザのアドレスバーに入力する際、.local の末尾にスラッシュ(/)を付与してください。 

 

2. 認証ダイアログが開きます。ターミナル設定にアクセスするための、ユーザー名とパスワードを入力してください。 

 

Point:認証情報 

ユーザー名とパスワードは、事前にお客様プロジェクト用に発行・ご連絡いたします。 

 

3. ターミナル設定の画面が開いたら完了です。 

 

 

1 <Terminal のエッジ名>は納品時に別途ご連絡してある、Terminal 固有の名前です。 

2 期待通りに動作しない場合は他のブラウザで試しください。 
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04 画面構成 

ターミナル設定では以下の機能の設定ができます。 

 

 

4.1 ハードウェア情報画面 
Terminal の各プロセスの状態や、CPU 使用率などのハードウェア情報を確認できます。また、計測を制御する intdash サービスの

動作モード切り替えや、蓄積された再送データの送信のみを行う再送モードの起動など、計測に関する各種操作ができます。 

ハードウェア情報画面でできること 
・ intdash サービスの確認 

・ 再送モードの起動 

・ 再送データのダウンロード・削除 

・ ハードウェア情報の確認 

・ intdash サービスの開始/停止/再起動 

・ ソフトウェアのアップデート 

詳細は 5. ハードウェア情報画面 を参照してください。 
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4.2 ネットワーク画面 
Terminal をネットワークに接続するための設定ができます。Terminal をネットワークに接続するには、モバイル通信・無線 LAN・

イーサネットが選択できます。 

ネットワーク画面でできること 
・ ハードウェアクロックの確認 

・ システムクロックの確認と時刻設定 

・ モバイル通信の設定 

・ 無線 LAN の設定 

・ クライアントモード 

・ アクセスポイントモード 

・ イーサネット情報の確認 

詳細は 6. ネットワーク画面 を参照してください。 

 

4.3 intdash Edge 画面 
intdash Edge 画面では 基本設定 、オプション設定 、計測タグ の３つの項目を設定できます。 

 

intdash Edge 基本設定画面 
計測データの送信設定や各デバイスごとの取得設定ができます。 

intdash Edge 基本設定画面でできること 
・ 送信設定 

・ 送信方法の設定 

・ 再送処理の設定 

・ 接続サーバへの接続テスト 

・ データ取得設定 

・ 各デバイスごとのボーレート、解像度、FPS の設定 

詳細は 7. intdash Edge 基本設定画面 を参照してください。 

intdash Edge オプション設定画面 
intdash サーバーに送信する計測データに対するフィルタ設定やサンプリング設定ができます。 
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intdash Edge オプション設定画面でできること 
・ フィルタ設定 

・ フィルタ設定の適用先の設定 

・ フィルタリングに用いる ID の設定 

・ フィルタリング方式の設定 

・ サンプリング設定 

・ サンプリング設定の適用先の設定 

・ サンプリング周波数の設定 

詳細は 8. intdash Edge オプション設定画面 を参照してください。 

intdash Edge 計測タグ画面 
計測データに付与する計測タグ情報の設定ができます。 

intdash Edge 計測タグ設定画面でできること 
・ 計測タグ情報の設定 

・ 計測タグの設定ファイルの読み込み 

詳細は 9. intdash Edge 計測タグ画面 を参照してください。 

 

4.4 RAW データ画面 
RAW データの保存場所や自動削除の設定ができます。 

RAW データ画面でできること 
・ 保存場所の設定 

・ 自動削除の設定 

詳細は 10. RAW データ画面 を参照してください。 

 

4.5 その他画面 
ターミナル設定で設定した内容のバックアップをはじめ、各種機能の設定ができます。 

その他画面でできること 
・ バックアップの作成と復元 

・ リモートメンテナンスの設定 

・ intdash サービス自動起動の設定 

・ Bluetooth 接続サービスの設定 

・ FTP サーバの設定 

詳細は 11. その他画面 を参照してください。 

 

4.6 エラー通知 
ターミナル設定上で、Terminal のエラー等を通知します。 

 

詳細は 13. エラー を参照してください。 
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05 ハードウェア情報画面 

Terminal の各プロセスの状態や CPU 使用率などのハードウェア情報を確認できます。また、計測を制御する intdash サービスの動

作モード切り替えや、蓄積された再送データの送信のみを行う再送モードの起動など、計測に関する各種操作ができます。 

 

 

5.1 intdash サービス 
intdash サービスとは、Terminal で取得した各種計測データを intdash サーバーへ送信するサービスです。ここでは、intdash サー

ビスの各プロセスの動作状態が確認できます。 
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 計測開始時間 
現在動作している計測を開始した時刻が表示されます。 タイムゾーンはターミナル設定を開いているクライアント PC のタイムゾーン

が適用されます。 

 概要 

 

計測開始時間には NTP 、 RTC 、マニュアルの 3 種類の基準があり、以下

の優先度で自動的に切り替わります。 

1: マニュアル 

2: NTP  

3: RTC 

 

NTP 

 NTP サーバーとネットワーク経由で同期した時刻が基準となります 

RTC 

 Terminal 搭載のハードウェアクロックに基づいた時刻が基準となります 

マニュアル 

 弊社の提供するスマートフォンのアプリ等を使用して、手動で設定された

時刻が基準になります 

 メインステータス 
intdash サービスの各ステータスを表示します。 

 名称 概要 

 再送キュー 

Terminal に蓄積されている再送データの有無がアイコン表示されます。 

また、再送データのデータサイズも表示されます。

 

 GPS 捕捉状態 

Terminal に接続されている GPS の捕捉状態が表示されます。3D は 4 個以上の衛星を

捕捉している状態、2D は 3 個の衛星を捕捉している状態です。 

  

 ネットワーク接続状態 

intdash サービスが接続しているネットワークの状態が表示されます。 

  

 intdash Manager 

intdash サービスの動作状態が表示されます。 
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Point: LTE ・ 3G アイコンの表示について 

ネットワーク接続状態が LTE ・ 3G の場合は、アンテナの本数で RSSI が確認できます。 

 

 

 3G 通信について 

Terminal System は 3G 回線でのデータ通信に対応していません。ネットワーク接続状態アイコンが 3G 表示の時は、データ通

信ができない状態です。 

 再送モード 
再送モードとは、計測を停止し、再送データのみを送信するモードです。蓄積された再送データを intdash サーバーへ早く送信したい

ときに最適な機能で、転送速度と再送完了までの残り時間も表示されます。 

Point: 再送データとは 

Terminal がネットワークに接続されていないなどの原因で、intdash サーバーへリアルタイムに送信できず、送信待ちになって

いるデータのことです。通常は、リアルタイムと送信待ちのデータを並行して送信しますが、ネットワークに接続されていない時

間が長いと再送データが大量に蓄積され、全てのデータの送信が完了するまでに時間がかかる事があります。 

再送モード起動 
【再送モード起動】 ボタンをクリックします。 

 

 

ダイアログの内容を確認し 【はい】 ボタンをクリックします。 
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再送モードが起動し、転送速度と再送完了までの残り時間が表示されます。このとき、計測中の場合は計測が停止されます。 

 

Terminal 内の再送データがすべて送信されると再送が完了します。再送完了後は Terminal 本体の電源停止してください。 

 

 

Point: 再送モード起動時の制限について 

再送モード起動時は以下の制限がかかります。 

・実行中の計測が停止します（計測開始時間は表示されません）。 

 

・【intdash サービス開始】 ボタンが無効になります。  

 

・再送モードを停止して計測を再開するには Terminal 本体の再起動が必要です。 

再送データのダウンロード 
再送データを一括でクライアント PC にダウンロードします。ダウンロードした再送データは、CLI ツールを使用して、クライアント

PC 等から社内ネットワーク等の潤沢なネットワークを使用して intdash サーバーへアップロードできます（CLI の詳細は 

8.2 計測データをアップロードするにて解説します）。 

 再送データのダウンロードの前に 

計測中に再送データのダウンロードを実行すると計測が停止します。 
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再送データの削除 
再送データを Terminal 内から一括で削除します。 計測中に再送データの削除を実行すると計測が停止します。 

 再送データの削除の前に 

削除された再送データは復旧できないため、ご注意ください。 

 

 

 送信設定 
intdash サーバーへのデータ送信を行うプロセスの設定状態です。送信方式にはリアルタイム、バルク、再送の 3 種類があり、リアル

タイムとバルクは同時に動作しません。 

名称 概要 

リアルタイム リアルタイムにデータを送信するプロセスの動作状況が表示されます。 

バルク 定期的に一括でデータを送信するバルク転送を行うプロセスの動作状況が表示されます。 

再送 再送データを送信するプロセスの動作状況が表示されます。 

アイコンの各色は下記ステータスを表現しています。 

 

 

 デバイス設定 
CAN や GPS 、 カメラ などのデバイスからデータを収集するプロセスの設定状態です。動作中のプロセスの合計数と、エラーとなっ

ているプロセス数が表示されます。【リスト】 ボタンをクリックすると各プロセスの詳細な状態を確認できるデバイスリストが表示さ

れます。 
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デバイスリスト 
動作中のデバイスからデータを取得するプロセスが一覧で表示されます。 

 

 

名称 概要 

CAN Transceiver CAN を取得するための USB-CAN Transceiver です。 

CAN Transceiver2 CAN を取得するための Synchronized CAN Transceiver（時刻同期用 USB-CAN Transceiver）です。 

CANopen 
CANopen を取得するための Synchronized CAN Transceiver（時刻同期用 USB-CAN Transceiver）

です。 

Socket CAN CAN を取得するための Terminal 内蔵デバイスです。1 

GPS GPS 情報を取得するためのデバイスです。 

MJPEG モーション JPEG 形式の動画を取得するためのデバイスです。 

H264 H264 形式の動画を取得するためのデバイスです。 

アイコンの各色は下記ステータスを表現しています。 

 

 

Point: チャンネル番号とは 

同じ種別のデータ(CAN、GPS、カメラ等)の取得経路を識別するための番号のことです。 

 

 
1 現在 Socket CAN を使用可能な Terminal はありません。 
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5.2 ハードウェア情報 
Terminal のハードウェア情報を表示します。 

 

 

名称 説明 

Timestamp ハードウェア情報を取得した時刻を表示します。 

シリアル番号 ハードウェア本体のシリアル番号を表示します。 

デバイス名 Terminal のデバイス名を表示します。 

ソフトウェアバージョン Terminal にインストールしているソフトウェアのバージョンを表示します。 

CPU 使用率 CPU の使用率を表示します。 

ロードアベレージ CPU のロードアベレージを表示します。 

ディスク使用容量 Terminal の内蔵ディスク使用容量を表示します。 

メモリ使用容量 Terminal のメモリ使用容量を表示します。 
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5.3 intdash サービス操作ボタン 
intdash サービスの開始・停止・再起動を操作できるボタンです。 

 

 

 名称 概要 

 intdash サービス開始 
停止中の intdash サービスを起動します。intdash サービスが起動す

ると、計測も開始されます。 

 intdash サービス停止 
起動中の intdash サービスを停止します。intdash サービスが停止す

ると、計測も停止されます。 

 intdash サービス再起動 

intdash サービスを再起動します。計測中の場合は計測を停止し、

intdash サービスが再び起動したタイミングで新しい計測が開始され

ます。 

 

Point: intdash サービス自動起動について 

intdash サービス自動起動が ON のとき、Terminal の電源を入れると自動で計測(intdash サービス)が開始されます。 

（intdash サービス自動起動の詳細は 11.3 intdash サービス自動起動を参照してください。） 

 

5.4 ソフトウェア更新 
Terminal のソフトウェアを更新します。更新には更新ファイル（RPM ファイル）が必要になりますので、クライアント PC の任意の

場所にご用意ください。 

 ソフトウェア更新時の注意点 

ソフトウェア更新時は以下の点にご注意ください。 

・ソフトウェア更新を開始すると計測中の計測は停止します 

・ソフトウェア更新が必要な周辺機器をあらかじめ接続してください 

・ソフトウェア更新中は Terminal の電源を切らないでください 

・ソフトウェア更新中は周辺機器を取り外さないでください 
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更新ファイルを選択する 
1. ハードウェア情報のソフトウェアバージョンの右側にある 【更新】 ボタンをクリックし、ファイル選択ダイアログを表示しま

す。 

 

2. ファイル選択ダイアログ内の 【参照】 ボタンをクリックし、クライアント PC 内の任意の場所より更新ファイル（RPM ファイ

ル）を選択してください。選択するとボタン左側にファイル名が表示されます。 

 

ソフトウェア更新を実行する 
1. 更新ファイルが選択できましたら、ダイアログ下部の 【更新】 ボタンをクリックします。 
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2. ソフトウェア更新が成功すると完了ダイアログが表示され、更新後のソフトウェアバージョンが確認できます。 

 

 

継続してターミナル設定を使用する場合は、Terminal を再起動し、Web ブラウザを再読み込みしてください。 ソフトウェア更新後

のソフトウェアバージョンは、ハードウェア情報のソフトウェアバージョンでも確認できます。 
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06 ネットワーク画面 

Terminal をネットワークに接続するための設定ができます。Terminal をネットワークに接続する方法は、モバイル通信・無線

LAN・イーサネットが選択可能です。また、Terminal 内部の時刻の状態確認や設定ができます。 

 

 

6.1 ハードウェアクロック 
Terminal に搭載されたハードウェアクロック時刻が表示されます。 

 

 

名称 操作可否 概要 

時刻 × 
Terminal に搭載されたハードウェアクロック時刻が表示されます。タイムゾーンは

ターミナル設定を開いているクライアント PC のタイムゾーンが適用されます。 

 

 ハードウェアクロックの時刻が正しく表示されない場合 

ハードウェアクロックの電池が消耗している可能性があります。サポート窓口までお問い合わせください。 
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6.2 システムクロック 
Terminal のシステムクロック時刻が設定できます。 

 

 

名称 操作可否 概要 

時刻 × Terminal のシステムクロック時刻が表示されます。 

タイムゾーン × 
時刻のタイムゾーンとして、ターミナル設定を開いているクライアント PC のタイム

ゾーンが表示されます。 

NTP サーバ ○ 

NTP サーバーのサーバー名が表示されます。【同期】 ボタンをクリックすると、表示

されている NTP サーバーの時刻とシステムクロック時刻が同期されます。 

 

NTP サーバーと時刻同期するには、Terminal がネットワークに接続している必要が

あります。 

時刻手動設定 ○ 
システムクロック時刻を手動で設定できます。時刻を入力後 【適用】 ボタンをクリッ

クすると、システムクロック時刻へ入力した時刻が適用されます。 

 

6.3 モバイル通信 
モバイル通信では LTE によるモバイル回線接続の ON/OFF 切り替えや、APN の設定ができます。 
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名称 操作可否 概要 

接続 ○ モバイル通信でのネットワーク接続を ON/OFF で切り替えられます。 

APN ○ SIM の APN 設定ができます。 

ユーザー名 ○ アクセスポイントのユーザー名の設定ができます。 

パスワード ○ アクセスポイントのパスワードの設定ができます。 

認証方式 ○ アクセスポイントの認証方式を選択できます。 

IP アドレス × モバイル通信で接続中の IP アドレスが表示されます。 

デフォルトゲートウェイ × モバイル通信で接続中のデフォルトゲートウェイが表示されます。 

接続方法 
1. SIM は Terminal の電源が入っていないことを確認し、しっかり奥まで挿入してください。 

Point:SIM カードの挿入タイミング 

Terminal の電源が入っている状態での SIM の挿抜は対応していません。Terminal の電源を投入する前に SIM カードを挿入して

ください。 

2. 付属の通信アンテナを Terminal に取り付けてください。 

3. Terminal が起動後、使用される SIM に応じて、ターミナル設定で APN を設定してください。 

4. APN を設定後 【更新】 ボタンをクリックしてください 

5. ネットワークに疎通すると、【IP アドレス】 に IP アドレスが表示されます。 

Point:SIM についての注意事項 

・使用される SIM は、購入後にアクティベーションのお手続きが必要な場合があります。 

・アクティベーションしていない SIM は使用できません。 

・SIM PIN には対応していません。   

Point:認証方式について 

【認証方式】 が分からない場合は、最初に 【CHAP】 をお試しください。 

 接続できない場合、次に 【PAP】 をお試しください。 

 

6.4 無線 LAN 
Terminal を無線 LAN でネットワークに接続するための設定ができます。 無線 LAN の機能は以下の接続方式をサポートしています。 

・ クライアントモード 

・ アクセスポイント 
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名称 操作可否 概要 

接続 ○ 無線 LAN でのネットワーク接続を ON/OFF で切り替えられます。 

モード ○ 無線 LAN のモードをクライアントモード・アクセスポイントモードから選択できます。 

クライアントモード 
無線 LAN をクライアントモードとして動作させるための設定ができます。 以下の認証方式のみ対応しています。 

・ WPA-PSK 

・ WPA-PSK2 

 

 

名称 操作可否 必須 概要 

SSID ○ ○ 接続するアクセスポイントの SSID を設定します。 

パスワード ○ ○ 接続するアクセスポイントのパスワード（パスフレーズ）を設定します。 

IP アドレス × - クライアントモード動作時の IP アドレスが表示されます。 

ネットマスク × - クライアントモード動作時のネットマスクが表示されます。 

デフォルトゲートウェイ × - クライアントモード動作時のデフォルトゲートウェイが表示されます。 

 

クライアントモードでの接続方法 
1. USB 無線 LAN アダプターを Terminal に接続してください。 

2. 3.1.2 無線 LAN で接続するの手順に従い、接続してください。 

Point:クライアントモードでつながらない 

・アクセスポイント側で MAC アドレスによるフィルタリングが行われていないことを確認してください。 

・アクセスポイントが対応する周波数の範囲と規格が、USB 無線 LAN アダプターの対応する周波数及び規格をカバーしているこ

とを確認してください。 
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アクセスポイントモード 
Terminal 自体をアクセスポイントモードとして動作させるための設定ができます。 以下の認証方式のみ対応しています。 

・ WPA-PSK 

・ WPA-PSK2 

アクセスポイントモードは、PC やタブレット、スマートフォンなどに対してアクセスポイントとして振る舞うモードです。ただし PC

等のクライアントの通信を WAN 側へリダイレクトするような、テザリング機能はありません。 

 

 

名称 操作可否 必須 概要 

SSID ○ ○ 
アクセスポイントで使用する SSID を設定します。使用可能な文

字は半角英数で 32 文字までです。 

パスワード ○ ○ 
アクセスポイントで使用するパスワード（パスフレーズ）を設定

します。 半角英数で 8〜63 文字の範囲で入力してください。 

IP アドレス ○ ○ アクセスポイントモード動作時の IP アドレスを設定します。 

ネットマスク ○ - 
アクセスポイントモード動作時のネットマスクを設定します。 

デフォルト値は、255.255.255.0 です。 

デフォルトゲートウェイ × - 
アクセスポイントモード動作時のデフォルトゲートウェイが表示

されます。 

アクセスポイントの接続方法 
1. USB 無線 LAN アダプターを Terminal に接続してください。 

2. 3.1.3 無線 LAN アクセスポイントで接続するの手順に従い、接続してください。 
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Point:アクセスポイント使用時の注意点 

アクセスポイントモード時にクライアントに対して DHCP 機能は提供していません。 

 

Point:アクセスポイントが見つからない 

以下の点にご注意の上、設定した内容を確認してください。 

・SSID やパスワード（パスフレーズ）に半角英数以外の文字を使用している可能性があります。 

・入力した文字列の長さが適切ではない可能性があります。 

 無線 LAN 使用時の注意点 

・無線 LAN を使用する際は、弊社担当より指定された USB 無線 LAN アダプターを Terminal へ接続してください 

・指定外の USB 無線 LAN アダプターでは正しく動作しない場合があります。 

・USB 無線 LAN アダプターが接続されていない状態で設定を変更しようとすると、正常に設定が反映されずエラーとなります 

 

6.5 イーサネット 
Terminal をイーサネットに接続したときの情報が確認できます。 

 

 

名称 操作可否 概要 

IP アドレス × イーサネット接続時の IP アドレスが表示されます。 

ネットマスク × イーサネット接続時のネットマスクが表示されます。 

デフォルトゲートウェイ × イーサネット接続時のデフォルトゲートウェイが表示されます。 

接続方法 
LAN ケーブルを用いて、社内 LAN の PC 等と通信ができます。この場合 LAN 内に DHCP サーバーが稼働している必要があります。

LAN ケーブルの挿抜は Terminal 稼働中でも可能です。 

Point:イーサネットを使用したデータ送信について 

イーサネットを使用し、社内 LAN 等のネットワークを経由して intdash サーバーにデータをアップロードしたい場合、弊社のサ

ポート窓口にお問い合わせください。 

 お問い合わせの際、Proxy の設定や、IP アドレスの設定など、接続に必要な情報をヒアリングさせて頂きます。 
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6.6 設定の変更 
各設定で変更した内容は、 【更新】 ボタンをクリックすることで反映されます（設定の変更がない場合、 【更新】 ボタンは無効状態

となります）。 

 

変更した設定を反映せずに他画面へ遷移しようとすると、確認ダイアログが表示されます。 

 変更した設定を反映していない状態で下記を実行すると、変更内容が失われてしまうためご注意ください。 

・他画面への遷移（確認ダイアログの 【はい】 ボタンをクリック） 

 

・Web ブラウザの再読み込み  
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07 intdash Edge 基本設定画面 

intdash Edge 基本設定画面では、以下の項目の確認と変更ができます。 

 

・ intdash サーバーへの送信設定 

・ デバイスからのデータ取得設定 

設定手順については、7.3 設定の変更を参照ください。 

 

7.1 送信設定 
Terminal が intdash サーバーへデータを送信する方法には、それぞれ特徴の異なる 3 つの方法があります。 

送信の種類 説明 

リアルタイム送信 
リアルタイム送信は、取得したデータを即座にサーバーに送信します 1。 

データ確認をリアルタイムで行いたい場合に適した送信方法です。 

バルク定期送信 

バルク定期送信は、取得したデータを指定された間隔でサーバーに送信します 2。また、CAN データは圧縮

率の高いデータ構造に変換してから送信を行います。 

データ確認をリアルタイムで行う必要がなく、多くの CAN データを送信する場合に適した送信方法です。 

再送処理 
再送処理は、リアルタイム送信、または、バルク定期送信で送信出来なかったデータを、指定された間隔で

サーバーに再送します。 

 

 

1 ネットワークが繋がっていないなどにより送信できなかった場合は、再送処理によって送信されます。 

2 ネットワークが繋がっていないなどにより送信できなかった場合は、再送処理によって送信されます。 
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送信方法の組み合わせは、以下のパターンから選択してください。 

リアルタイム送信 バルク定期送信 再送処理 説明 

◯ × ◯ 

リアルタイムで即時送信します。一時的にネットワー

クが繋がらなくても、最終的にすべてのデータがサー

バーに保存される設定です。 

◯ × × 

リアルタイムで即時送信します。一時的にネットワー

クが繋がらなくなると、そのデータはサーバーには保

存されません。 

× ◯ ◯ 

CAN データは圧縮率の高いデータ構造に変換し、一

定間隔で送信します。一時的にネットワークが繋がら

なくても、最終的にすべてのデータがサーバーに保存

される設定です。 

× ◯ × 

CAN データは圧縮率の高いデータ構造に変換し、一

定間隔で送信します。一時的にネットワークが繋がら

なくなると、そのデータはサーバーには保存されませ

ん。 
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送信設定 

 

 

 操作可否 説明 

 【送信方法】ラジオボタン ◯ リアルタイム送信、または、バルク定期送信を選択します。 

 【バルク定期送信】エディットボックス ◯ バルク定期送信の送信間隔を設定します。 

 【再送処理】チェックボックス ◯ 再送処理を行うか選択します。 

 【定期送信】エディットボックス ◯ 再送処理の送信間隔を設定します。 

 【接続サーバ】テキストボックス × 接続する intdash サーバーのアドレスです。 

 【UUID】テキストボックス × 
intdash サーバーにアクセスする際に Terminal の個体を識

別するための文字列です。 

 【トークン】エディットボックス  ◯1 
intdash サーバーにアクセスする際に必要な認証情報（エッ

ジトークン 2）を設定します。 

 【接続テスト】ボタン ◯ 

【トークン】を使って、intdash サーバーと通信できるかテ

ストします。成功すると【UUID】を【トークン】に対応し

た値に更新します。 

 

 【トークン】を変更する前に 

【トークン】を変更する場合は、あらかじめ再送データを全て送信するか、削除を行ってください。 再送データが残ったまま【ト

ークン】を変更すると、再送データはサーバーに送信できなくなります。 

 

 

 

 

 
1 クライアント証明書を使用している場合はテキストボックスになり編集はできません。 

2 ターミナル設定では、新しいエッジトークンの払い出しはできません。intdash サーバーの機能を用いて払い出されたエッジトークンを使

用してください。 
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Point:バルク定期送信の送信周期について 

バルク定期送信の送信間隔は、1000 [msec]が推奨値です。 

Point:接続テストについて 

接続テストを実行し、成功すると下記のようにチェックアイコンが表示されます。 

 

何らかの理由で接続テストに失敗した場合、下記のようにアラートアイコンが表示されます。 

 

7.2 データ取得設定 
CAN や GPS 、 カメラ などのデバイスからデータを取得するプロセスの設定ができます。 

 

 

名称 操作可否 概要 

チャンネル番号 × 設定されているチャンネル番号が表示されます。 

デバイスタイプ × 設定されているデバイスの種別が表示されます。 

ボーレート ○（GPS は×） 

ボーレートが設定できます。 

対象デバイスタイプ 

・CAN Transceiver 

・CAN Transceiver2 

・CANopen 

・Socket CAN 

・GPS 

設定値 

・CAN Transceiver, CAN Transceiver2, CANopen, Socket CAN 

 125Kbps, 250Kbps, 500Kbps, 1000Kbps 

※デバイスタイプが GPS の場合は変更できません。 

解像度 ○ 

動画の解像度が設定できます。 

対象デバイスタイプ: 

・MJPEG 

・H264 

設定値 

・MJPEG 

 QVGA (320 x 240), VGA (640 x 480) 

・H264 

 HD (1280 x 720), Full HD (1920 x 1080) 
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FPS ○ 

動画の FPS が設定できます。 

対象デバイスタイプ 

・MJPEG 

・H264 

設定値 

・MJPEG, H264 

 1, 5, 10, 15, 30 

 

 C920（Web カメラ）を利用する場合 

C920 で H264/30fps の設定は、以下の理由によりご利用になれません。 

・C920 の自動露光調整機能が動作する事で、フレームレートが 30fps から 15fps に低下する事があります。 

・上記の現象が発生すると、Visual M2M Data Visualizer 上で動画を正常に再生できません。 

 

Point: データ取得設定での用語集 

・チャンネル番号 

チャンネル番号とは、同じ種別のデータ（CAN、GPS、カメラ等）の取得経路を識別するための番号のことです。 

・デバイスタイプ 

デバイスタイプとは、読み取り対象となるデバイスの種別のことです。CAN Transceiver、CAN Transceiver2、CANopen、

Socket CAN、GPS、MJPEG、H264 の 7 種類があります。 

 

7.3 設定の変更 
intdash Edge 基本設定で変更した設定を Terminal に反映するには、下記の手順が必要となります。 

・ 変更した設定を Terminal へ保存する 

・ intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 

変更した設定を Terminal へ保存する 
各設定で変更した内容は 【設定を保存】 ボタンをクリックすることで Terminal へ保存できます（設定の変更がない場合、 

【設定を保存】 ボタンは無効状態となります）。 

 

変更した設定を保存せずに他画面へ遷移しようとすると、確認ダイアログが表示されます。1 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 【トークン】が変更されている場合は、intdash サーバーとの接続が必要になります。接続できなかった場合はエラーになります。 
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 変更した設定を保存していない状態で下記を実行すると、変更内容が失われてしまうためご注意ください。 

・他画面への遷移（確認ダイアログの 【はい】 ボタンをクリック） 

 

・Web ブラウザの再読み込み 

intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 
Terminal へ保存した設定を反映するには、intdash サービスの再起動が必要です。設定の保存後に表示されるダイアログ内の 【今す

ぐ再起動】 ボタンをクリックすると、intdash サービスが再起動され、Terminal へ保存した設定が反映されます。 【後で】 ボタン

をクリックすると intdash サービスの再起動は行われず、保存した設定は Terminal へ反映されません。 

 

 

Point: 【後で】ボタンをクリックした後に設定を反映するには？ 

【後で】 ボタンをクリックした後に Terminal へ設定を反映するには、ハードウェア情報画面にある intdash サービス操作ボタ

ンの 【再起動】 ボタンをクリックし、intdash サービスを再起動してください。 
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08 intdash Edge オプション設定画面 

intdash Edge オプション設定画面では、デバイスから取得したデータにフィルタ/サンプリング設定ができます。また、作成した 

フィルタ/サンプリング設定をインポート/エクスポートすることもできます。 

 

詳細は以下のページを参照してください。 

・ 8.1 フィルタ/サンプリング機能のについて 

・ 8.2 インポート/エクスポート 

・ 8.3 オプション 

・ 8.4 設定の変更 

 

8.1 フィルタとサンプリング機能について 
ここでは、フィルタ/サンプリングの各機能の概要と、フィルタ/サンプリング対象の適用先について説明します。 

フィルタとは 
フィルタとは、デバイスから取得したデータが一定の条件を満たした場合に、そのデータを対象の送信から取り除く機能です。 

フィルタには以下の種類があります。 

名前 対象デバイスタイプ 説明 

CAN ID フィルタ（ホワイトリスト） CAN 特定の CAN ID のみ送信する 

CAN ID フィルタ（ブラックリスト） CAN 特定の CAN ID のみ取り除く 
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サンプリングとは 
サンプリングとは、デバイスが取得したデータを一定の間隔に間引くごとで、対象の送信からデータを取り除く機能です。 

サンプリングアルゴリズムは、以下のように、サンプリンング区間中に受信した最初のデータだけを出力する処理になっています。 

サンプリング例 

 

フィルタ/サンプリング対象の適用先について 
フィルタ/サンプリング対象の適用先には以下のパターンがあり、それぞれ、intdash サーバーに届くデータが異なります。 

 

 

リアルタイム 

（リアルタイム送信 / バルク定期送信） 

ストアデータ 

（再送処理） 
フィルタ/サンプリングされるデータ 

有効 有効 
リアルタイム再生のデータも、ストア再生のデータ

も、フィルタ/サンプリングされる 

有効 無効 
リアルタイム再生のデータのみ、フィルタ/サンプリ

ングされる。 

 

8.2 インポート/エクスポート 
設定/保存済みのフィルタ/サンプリング設定の内容を、JSON ファイルとしてインポート/エクスポートできる機能です。 
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 名称 概要 

 インポート 
【インポート】 ボタンをクリックし、エクスポートで保存していた JSON フ

ァイルを読み込むと、フィルタ/サンプリング設定の内容が読み込まれます。 

 エクスポート 
【エクスポート】 ボタンをクリックすると、フィルタ/サンプリング設定の内

容が JSON ファイルとしてクライアント PC へ保存されます。 

 

Point: インポートしたフィルタ/サンプリング設定の反映について 

JSON ファイルをインポートした段階では、フィルタ/サンプリング設定の内容は Terminal へ反映されていません。インポート後

に 【設定を保存】ボタンをクリックして設定を保存し、intdash サービスを再起動することで Terminal へ設定が反映されます。 

 

 エクスポートした JSON ファイルの取り扱いについて 

エクスポートした JSON ファイルは編集しないでください。編集した JSON ファイルのインポートは動作保証できませんので、 

あらかじめご了承ください。 

 

8.3 フィルタ設定/サンプリング設定 
フィルタ設定/サンプリング設定ができます。 

 

【設定】 ボタンをクリックするとリストが展開され、各項目の設定ができます。 

 

デバイスタイプによって設定可否が異なります。 設定不可の場合は下記のように表示されます。 
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デバイスタイプ フィルタ設定 サンプリング設定 

CAN Transceiver ○ ○ 

CAN Transceiver2 ○ ○ 

CANopen ○ ○ 

Socket CAN ○ ○ 

GPS × ○ 

MJPEG × ○ 

H264 × ○ 

フィルタ設定 

 

 

名称 概要 

ステータス 

フィルタ設定の設定状態が表示されます。 

 

適用先 フィルタ設定の適用先を設定します。 

ID 

フィルタリング対象となる CAN ID を 10 進数または 16 進数で設定します。設定できる CAN ID の最大

数は、表示される（最大○○）の数値をご確認ください。 

 

16 進数で入力後に 10 進数へ変換されます。 

 

フィルタリング方式 

設定した CAN ID へのフィルタリング方式をホワイトリスト方式/ブラックリスト方式から設定します。 

・ホワイトリスト方式 

 設定した ID のみ送信されます 

・ブラックリスト方式 

 設定した ID は送信されません 
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サンプリング設定 

 

 

名称 概要 

適用先 サンプリング設定の適用先を設定します。 

サンプリング周波数 
サンプリング周波数（周期）を設定します（0ms〜9999ms）。 

 0ms を設定するとサンプリングされません。 

 

Point: フィルタ設定/サンプリング設定の適用先について 

フィルタ設定/サンプリング設定をリアルタイムとストアデータへ設定できます。 

 

・リアルタイム 

- 即時送信されるリアルタイム性の高いデータです。Visual M2M Data Visualizer の 【LIVE 再生】 で確認できます。 

・ストアデータ 

- intdash サーバーへ格納する計測データです。Visual M2M Data Visualizer の 【Stored Data】 で確認できます。 

 

 適用先をストアデータのみに設定できません。 

下記の組み合わせの中から設定してください。 

・リアルタイム・ストアデータともに未設定 

・リアルタイム・ストアデータともに設定 

・リアルタイムのみ設定 

 

Point: 設定内容を簡易的に確認する 

リストを閉じている状態でも簡易的に設定が確認できます。 

  

フィルタ設定で設定している ID 数が多い場合は、マウスオーバーで ID の詳細が表示されます。 
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8.4 設定の変更 
intdash Edge オプション設定画面で変更した設定を Terminal に反映するには、下記の手順が必要となります。 

・ 変更した設定を Terminal へ保存する 

・ intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 

変更した設定を Terminal へ保存する 
各設定で変更した内容は 【設定を保存】 ボタンをクリックすることで Terminal へ保存できます（設定の変更がない場合、 

【設定を保存】 ボタンは無効状態となります）。 

 

変更した設定を保存せずに他画面へ遷移しようとすると、確認ダイアログが表示されます。 

 変更した設定を保存していない状態で下記を実行すると、変更内容が失われてしまうためご注意ください。 

・他画面への遷移（確認ダイアログの 【はい】 ボタンをクリック 

 

・Web ブラウザの再読み込み 

intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 
Terminal へ保存した設定を反映するには、intdash サービスの再起動が必要です。設定の保存後に表示されるダイアログ内の 

【今すぐ再起動】 ボタンをクリックすると、intdash サービスが再起動され、Terminal へ保存した設定が反映されます。【後で】 

ボタンをクリックすると intdash サービスの再起動は行われず、保存した設定は Terminal へ反映されません。 

 

 

Point: 【後で】ボタンをクリックした後に設定を反映するには？ 

【後で】 ボタンをクリックした後に Terminal へ設定を反映するには、ハードウェア情報画面にある intdash サービス操作ボタ

ンの 【再起動】 ボタンをクリックし、intdash サービスを再起動してください。 
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09 intdash Edge 計測タグ画面 

計測に任意のタグ情報（文字列のキーと値）を付加できます。 

付加した計測タグは Visual M2M Data Visualizer の【Stored Data】>【Edge Tag】で確認できます。 また、付加したタグ情報を

Data Visualizer 上で検索できます（検索対象は値のみです）。 

 

計測タグの設定については以下のページを参照してください。 

・ 9.1 設定ファイル読み込み 

・ 9.2 計測タグ情報設定 

・ 9.3 設定の変更 

 

9.1 設定ファイルの読み込み 
計測タグを設定するフォームは、設定ファイル（JSON ファイル）を読み込むことで変更できます。【設定ファイル読み込み】 ボタン

をクリックし、設定ファイルを読み込みます。 

 

設定ファイルが読み込まれると、下記のようにフォーム上に設定項目が追加されます。設定ファイル読み込み後 【設定を保存】  

ボタンをクリックし、フォームの内容を保存してください。 
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Point:キー情報の無効化 

値を空欄の状態で 【設定を保存】 した場合、キーも含めて該当のタグ情報は無効化されます。該当のキー/値の情報はタグ情報と

して付加されません。 

 設定ファイルの取り扱いについて 

・設定ファイルは、弊社担当から共有されたものを使用してください。設定ファイルは編集しないでください。編集した設定ファ

イルの読み込みは動作保証できませんので、あらかじめご了承ください 

・計測タグが不要になった場合は、お問い合わせください（詳しいお問合せ先は 16.1 お問い合わせをご覧ください） 

 

9.2 計測タグ情報設定 
計測タグの内容は、【設定を保存】 ボタンをクリックして保存できます。 

Point:計測タグが適用されるタイミング 

保存した計測タグの情報は、次回以降の計測（intdash サービスの再起動時）より適用されます。 

 

 

保存方法の詳細は、9.3 設定の変更を参照してください。 

 

9.3 設定の変更 
intdash Edge 計測タグ画面で変更した設定を Terminal に反映するには、下記の手順が必要となります。 

・ 変更した設定を Terminal へ保存する 

・ intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 

変更した設定を Terminal へ保存する 
各設定で変更した内容は 【設定を保存】 ボタンをクリックすることで Terminal へ保存できます（設定の変更がない場合、  

【設定を保存】 ボタンは無効状態となります）。 

 

変更した設定を保存せずに他画面へ遷移しようとすると、確認ダイアログが表示されます。 
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 変更した設定を保存していない状態で下記を実行すると、変更内容が失われてしまうためご注意ください。 

・他画面への遷移（確認ダイアログの 【はい】 ボタンをクリック)  

 

・Web ブラウザの再読み込み 

intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 
Terminal へ保存した設定を反映するには、intdash サービスの再起動が必要です。設定の保存後に表示されるダイアログ内の 【今す

ぐ再起動】 ボタンをクリックすると、intdash サービスが再起動され、Terminal へ保存した設定が反映されます。 【後で】 ボタン

をクリックすると intdash サービスの再起動は行われず、保存した設定は Terminal へ反映されません。 

 

 

Point: 【後で】ボタンをクリックした後に設定を反映するには？ 

【後で】 ボタンをクリックした後に Terminal へ設定を反映するには、ハードウェア情報画面にある intdash サービス操作 

ボタンの 【再起動】 ボタンをクリックし、intdash サービスを再起動してください。  
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10 RAW データ画面 

RAW データの保存と自動削除に関する設定ができます。 

 

RAW データは、計測データをバックアップする目的で Terminal 内に保存されます。そのため、通常のユースケースでは使用するこ

とはありません。 

Point: RAW データとは 

RAW データとは、デバイスから取得したデータを専用のフォーマットに変換して保存したファイルのことです。RAW データは、

フィルタ設定/サンプリング設定が適用されていないデータとなります（フィルタ設定/サンプリング設定の詳細については 

8.3 フィルタ設定/サンプリング設定にて解説します）。 

保存された RAW データは、FTP / SFTP を用いることでクライアント PC へダウンロードできます。 

10.1 保存場所 
RAW データの保存場所を変更できます。 

 

 

保存場所 説明 条件 

なし RAW データを保存しません。 どの Terminal でも使用できます。 

内部ストレージ Terminal の内蔵ストレージに RAW データを保存します。 どの Terminal でも使用できます。 

USB USB ストレージに RAW データを保存します。 USB 使用上の制約事項を参照ください。 

SD カード SD カードに RAW データを保存します。 SD カード使用上の制約事項を参照ください。 
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USB 使用上の制約事項 
RAW データの保存先として USB を選択する場合、以下の条件を満たしている必要があります。 

・ USB ストレージが Terminal に 1 つだけ接続されている必要があります。 

・ USB ストレージは FAT、または、FAT32 でフォーマットされている必要があります。 

・ USB ストレージの 1 番目のパーティションを保存に使用する必要があります。 

SD カード使用上の制約事項 
RAW データの保存先として SD カードを選択する場合、以下の条件を満たしている必要があります。 

・ SD カードが Terminal に 1 つだけ接続されている必要があります。 

・ SD カードは FAT、または、FAT32 でフォーマットされている必要があります。 

・ SD カードの 1 番目のパーティションを保存に使用する必要があります。 

・ SD カードスロットを搭載した Terminal である必要があります。 

Point:SD カードスロットを搭載している Terminal 
サポートしている Terminal の内、SD カードスロットを搭載しているものは以下になります。 

・VTC1010 

 

 計測中の保存デバイスの挿抜について 

USB または SD カードを選択した状態で計測を開始し、計測中に対象のデバイス（USB または SD カード）を取り外すと RAW デ

ータは保存されません。 

10.2 自動削除 
RAW データの自動削除設定を変更できます。 

 

RAW データは計測を行う度に増加していくため、徐々にディスク容量を圧迫します。 自動削除を ON にすることで、ディスクが一杯

になってしまうことを避けることができます。 

自動削除が ON の場合、RAW データ保存先のパーティションの使用率が一定閾値を超えると、作成日時が古いものから自動で RAW

データの削除を行います。 

閾値は 10.3 自動削除閾値で設定できます。 

 

10.3 自動削除閾値 
RAW データの自動削除を起動する閾値の設定を変更できます。 

 

 

名前 説明 

 【自動削除閾値】エディットボックス 
自動削除閾値を設定します。RAW データ保存先のパーティションの使用率が、こ

の値以上になった場合、自動削除を行います。 

 【自動削除閾値】グラフ 
RAW データ保存先のパーティションの現在の使用率（青）と、自動削除閾値（白

線）をグラフ表示します。 
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10.4 設定の変更 
RAW データ画面で変更した設定を Terminal に反映するには、下記の手順が必要となります。 

1. 変更した設定を Terminal へ保存する 

2. intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 

1. 変更した設定を Terminal へ保存する 
各設定で変更した内容は 【設定を保存】 ボタンをクリックすることで Terminal へ保存できます（設定の変更がない場合、  

【設定を保存】 ボタンは無効状態となります）。 

 

変更した設定を保存せずに他画面へ遷移しようとすると、確認ダイアログが表示されます。 

 変更した設定を保存していない状態で下記を実行すると、変更内容が失われてしまうためご注意ください。 

・他画面への遷移（確認ダイアログの 【はい】 ボタンをクリック） 

 

・Web ブラウザの再読み込み 

2. intdash サービスを再起動し、保存した設定を Terminal へ反映する 
Terminal へ保存した設定を反映するには、intdash サービスの再起動が必要です。設定の保存後に表示されるダイアログ内の  

【今すぐ再起動】 ボタンをクリックすると、intdash サービスが再起動され、Terminal へ保存した設定が反映されます。 【後で】 

ボタンをクリックすると intdash サービスの再起動は行われず、保存した設定は Terminal へ反映されません。 

 

 

Point: 【後で】ボタンをクリックした後に設定を反映するには？ 

【後で】 ボタンをクリックした後に Terminal へ設定を反映するには、ハードウェア情報画面にある intdash サービス操作 

ボタンの 【再起動】 ボタンをクリックし、intdash サービスを再起動してください。  
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11 その他画面 

ターミナル設定で設定している内容のバックアップをはじめ、各種機能の設定ができます。 

 

 

11.1 バックアップ 
Terminal に設定されている各種設定のバックアップを作成/復元できます。 

 

作成 
Terminal に設定されている各種設定のバックアップファイル（BIN ファイル）を作成します。【作成】 ボタンをクリックし、 

クライアント PC の任意の場所に保存します。 
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Point: バックアップされる設定 

バックアップできる設定項目は以下の内容になります。 

・ターミナル設定のユーザー/パスワード 

・ハードウェア情報 

・シリアル番号 

・デバイス名 

・ネットワーク 

・intdash Edge 

・RAW データ 

・その他設定 

 

Point: バックアップされない設定 

下記の項目はバックアップされません。 

・再送データ 

・RAW データ 

これらのデータを保存する場合は 14.1 ダウンロード(FTP/SFTP)を行ってください。 

復元 
保存していたバックアップから Terminal の設定を復元します。 【復元】 ボタンをクリックし、ファイル選択ダイアログを表示しま

す。 

ファイル選択ダイアログ内の 【参照】 ボタンをクリックし、クライアント PC 内の任意の場所よりバックアップファイルを選択して

ください。選択するとボタン左側にファイル名が表示されます。 

 

バックアップファイルが選択できましたら、ダイアログ下部の 【復元】 ボタンをクリックします。 
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バックアップの復元が成功すると完了ダイアログが表示されます。継続してターミナル設定を使用する場合は、Terminal を再起動

し、Web ブラウザを再読み込みしてください。 

 

 

 バックアップ復元の注意点 

バックアップ復元時は下記にご注意ください。 

・バックアップを復元すると、復元前に Terminal に設定/保存されていた設定内容は破棄されます 

・同じバックアップを複数台の Terminal へ復元し、同時並行で起動しないでください 

・異なるソフトウェアバージョン（ソフトウェアバージョンの詳細は 5.2 ハードウェア情報にて記載します）のバックアップ 

ファイルは復元できません 

・改変したバックアップファイルの復元は動作保証できませんので、あらかじめご了承ください 

 

11.2 リモートメンテナンス 
Terminal の起動時にリモートメンテナンス機能を起動させることができます。 通常の運用時にはこの機能を有効にする必要はありま

せん。 

【ON】 にして 【更新ボタン】 をクリックすることで、リモートメンテナンス機能を有効にできます。 

 

 

Point:リモートメンテナンス機能とは 

リモートメンテナンスとは、遠隔地にいる弊社サポートがインターネット経由でお客様の Terminal にリモートログインして、 

メンテナンス等を行うための機能です。 

 メンテナンス等のために、この機能を有効にする必要がある場合は、お客様と弊社サポート担当者との間で日時の調整の上、 

本機能を有効にしてください。 

 

本機能は、弊社サポート担当者が弊社の管理するサーバーを経由することでのみログインできます。 

 弊社のセキュリティが機能している限り、外部から第三者が Terminal にログインすることはできません。 
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11.3 intdash サービス自動起動 
Terminal の起動時に intdash サービスも合わせて起動するように設定できます。 

 

 

Point: intdash サービス自動起動の設定で、計測の開始タイミングをコントロールする   

intdash サービスが起動すると計測が開始されるため、intdash サービスの起動タイミングをコントロールすることで、 

下記のように計測の開始タイミングをコントロールできます。 

ON 

・Terminal 起動後、自動で計測が開始されます 

OFF 

・Terminal 起動後、任意のタイミング（intdash サービスを起動したタイミング）で計測を開始できます。 

・計測の開始および停止については 5.3 intdash サービス操作ボタンを使用できます。 

 

11.4 Bluetooth 接続サービス 
Terminal の Bluetooth 機能を設定できます。 

Bluetooth の接続（ペアリング）方法の詳細は、12. Bluetooth ペアリングを参照してください。 

 

 

Point: Bluetooth 接続設定について 

ON 

・Terminal の Bluetooth 機能が有効な状態です。 

Terminal 起動後、Bluetooth 機能が開始され、iOS のアプリから発見・接続できます。 

OFF 

・Terminal の Bluetooth 機能が無効な状態です。 

 

 Bluetooth 機能を有効にする場合 

Bluetooh の USB アダプターを Terminal に接続した状態で、Bluetooth 接続サービスを ON に切り替えてください 

 

11.5 FTP サーバ 
Terminal 上で動作する FTP サーバーの起動設定ができます。 FTP サーバーを起動すると、FTP で Terminal の再送データや RAW

データをダウンロード・削除できます。ダウンロード・削除の詳細は 14.1 ダウンロード(FTP/SFTP)を参照してください。 
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Point: 設定できるプロトコル 

プロトコルは FTP または SFTP が選択できます。 
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12 Bluetooth ペアリング 

Terminal の Bluetooth 機能と、接続（ペアリング）方法について説明します。 

 

12.1 Terminal の Bluetooth 機能について 
Terminal の Bluetooth 機能は、専用の iOS アプリケーション（以下、 Terminal Status Viewer ）と Bluetooth で通信する事に

より、Terminal の動作状態の確認機能を提供します。 

 

 

12.2 Bluetooth 通信仕様 

 詳細 

Core Spec Bluetooh ver 4.2 

通信方式 Bluetooth Low Energy (BLE) 

Profile Generic Attribute Profile (GATT) 

 

Point: 

Bluetooth 機能を使用するには、弊社指定の USB Bluetooth アダプターが必要です。 

 詳細は弊社サポート窓口にお問い合わせください。 
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12.3 ペアリング方法 
Bluetooth を接続する場合は、はじめにペアリング（デバイス登録）の手続きが必要になります。 

Point: 

既にペアリング処理を実施済みの場合、次回からの接続時にペアリング処理は不要です。 

以下の手順に従い、ペアリングを実施してください。 以下、 Terminal Status Viewer でのペアリング/接続方法を示します。 

1. Terminal に Bluetooth USB アダプターを接続した状態で Terminal を起動します。 

2. ターミナル設定の画面から、Bluetooth 接続を ON にします（11.4 Bluetooth 接続サービス参照）。 

 

3. iOS の Bluetooth 機能を ON にします。 

 

4. iOS の Terminal Status Viewer を開き、Terminal Select の画面から、Terminal を選択します。1 

 

5. 選択してしばらくすると、iOS 側に Bluetooth のペアリング要求を確認するメッセージが表示されます。2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 接続する Terminal の名前は、ターミナル設定に表示されているデバイス名を参照してください。デバイス名は、11.4 Bluetooth 接続サ

ービスおよび 5.2 ハードウェア情報で確認できます。 

2 ペアリング要求のメッセージが表示されない場合、iOS の Bluetooth を OFF/ON でリセットし、再度ペアリングをお試しください。 
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6. また、ターミナル設定側にも、Bluetooth ペアリングの要求を確認するメッセージが表示されます 

 

7. 各画面の表示に従い、6 桁の乱数が双方の画面に一致して表示されている事をご確認の上、【許可】 【ペアリング】 ボタンをそれ

ぞれ押してください。1 

 

8. 接続が成功すると、Terminal Status Viewer 上に、Terminal の情報が表示されます。 

Point:ペアリング直後の接続に失敗する事があります 

ペアリング直後の接続に失敗する場合は、再度接続を試みてください。(再ペアリングは不要です。) 

 

12.4 次回からの接続方法 
すでにペアリング処理を実施済みの場合、次回からの接続にペアリング処理は不要です。2 

1. Terminal を起動します 

2. iOS の Terminal Status Viewer を開き、Terminal Select の画面から、Terminal を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 
1 片方のペアリング許可を誤って拒否した場合や、ペアリング処理が時間内に完了できなかった場合、iOS の Bluetooth を OFF/ON で 

リセットし、最初からやり直してください。 

2 iOS 側のペアリング登録を解除した場合や、Bluetooth の USB アダプターを交換した場合、再度ペアリング処理が必要です。 
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 接続に何度も失敗する場合 

Bluetooth の USB アダプターが正しく接続されている事をご確認ください。 

一般的な USB アダプターであれば、動作を示すインジケータが点灯します 

 以下の順に従い、接続/ペアリングを行ってください。 

1.iOS の Bluetooth を OFF/ON して頂き、Terminal Status Viewer の Device List から、再度 Terminal を選択して接続を試

してみてください。 

2.iOS を操作して、Terminal Status Viewer を終了して頂き、再度立ち上げて、接続を試みてください。 

3.iOS の Bluetoot 設定画面から、Terminal のペアリング登録を解除して、再度ペアリング処理を行ってください。 

 

4.Terminal の電源を OFF/ON して頂き、再度接続を行ってください。 

 

以上の方法でも接続できない場合、お手数ですが弊社サポート窓口にお問い合わせください。 
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13 エラー 

重大なエラーが発生したときは、下記のように画面上部にエラーが表示されます。 

このエラーが表示された場合は、弊社窓口までお問い合わせください（詳しいお問合せ先は 16.1 お問い合わせをご覧ください）。 

 

【確認する】 ボタンをクリックするとエラーの詳細が表示されます。同じエラーが複数回発生した場合、最新の発生時刻のみ表示され

ます。 

 

 

 名称 概要 

 閉じる 【閉じる】 ボタンをクリックすると、エラーの詳細が閉じます。 

 クリップボードコピー 

【クリップボードコピー】 ボタンをクリックすると、クライアン

ト PC のクリップボードへエラーコードとエラー発生時刻がコピ

ーされます。お問い合わせ時などにお使いください。 

 クリア 
【クリア】 ボタンをクリックするとエラーのリストがクリアさ

れ、エラー表示が非表示になります。 

 

Point: エラーは【クリア】ボタンのクリックでのみ非表示になります 

エラー表示は Terminal の電源を OFF にしても保持されます。エラーの詳細を確認後、【クリア】 ボタンをクリックすることで

非表示になります。 

 

13.1 エラーコード 
下記はエラーコードの一覧です。 

エラーコード 概要 

0x01000001 計測中に計測データが一部取得できなかった 

0x02000001 RAW データの保存先として指定している外部メモリがアンマウントされた 
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14 ツールによるデータのダウンロード/アップロード 

以下の intdash Edge により作成されたデータは、各種ツールを使用してダウンロード/アップロードができます。 

名前 
ダウンロード

できるか 

アップロード

できるか 
説明 

再送データ ○ ○ 

再送データは、計測中に送信できなかったデータです。このデータを送り切ら

ないと intdash サーバーに保存されている計測の回収率は 100%になりませ

ん。 

RAW データ × × 
Raw データは計測対象のデバイスから取得したデータを、独自のフォーマッ

トに変換したデータのダンプファイルです。 

ダウンロード/アップロードの詳細は以下のページを参照してください。 

・ 14.1 ダウンロード（FTP/SFTP） 

・ 14.2 アップロード（CLI） 

Point: 再送データのダウンロードについて 

ターミナル設定を用いる方法でもダウンロードできます。 

 

14.1 ダウンロード（FTP/SFTP） 
各種データを FTP などを用いてダウンロードおよび削除できます。 

Point: データアクセス時の注意点 

Terminal へのアクセスで許可されているのはダウンロードと削除のみです。 

 それ以外の操作を行った場合、エラーが表示されます。 

Terminal への通信方法の設定をする 

FTP で通信する 
FTP を使用する場合は、以下の通りに設定してください。 

 セッション設定 

ホスト名 <Terminal のエッジ名>.local 

ポート番号 2021 

ユーザー名 ターミナル設定のユーザー名 

パスワード ターミナル設定のパスワード 

プロトコル FTP 
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SFTP で通信する 
SFTP を使用する場合は、以下の通りに設定してください。 

 セッション設定 

ホスト名 <Terminal のエッジ名>.local 

ポート番号 2022 

ユーザー名 ターミナル設定のユーザー名 

パスワード ターミナル設定のパスワード 

プロトコル SFTP 

 

Point: SFTP 通信での注意点 

SFTP の場合、初回接続時にサーバー証明書の警告ダイアログが出ますが、接続先ホストの確認のためのもので問題はありませ

ん。 

再送データをダウンロードする 
1. FTP/SFTP を有効化します。 

2. 設定した内容で Terminal に接続します。 

3. 接続後、 Terminal 側を meas フォルダー（/meas）に移動します。 

4. 必要なファイル（フォルダー）をダウンロードします。 

Point: 計測データの構成について 

送信するサーバーおよび計測ごとに計測フォルダーが作成されます。 

 サーバーフォルダー名はとなります。これは通常一つです。 

 計測フォルダー名は<計測回数>c_<計測時刻(ナノ秒の Unix Timestamp)> となります。 

 各フォルダーには計測 ID ファイル(.S2E-XXXXXX)があり、Visual M2M の Stored Data に表示される ID を表わしています。 

 各フォルダー内に保存されているファイル(.bin ファイル)が再送データです。 

  

 フォルダー構成例 : 
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RAW データをダウンロードする 
1. FTP/SFTP を有効化します。 

2. 設定した内容で Terminal に接続します。 

3. 接続後、Terminal 側をルートフォルダー（/）に移動します。 

4. 必要なファイル（フォルダー）をダウンロードします。 

Point: RAW データの構成について 

RAW データは計測ごとにフォルダーが作成されます。 

 フォルダー名は<計測時刻(ナノ秒の Unix Timestamp)>となります。これは計測データフォルダー名に使用しているものと同様

です。 

 フォルダー構成例 : 

  

 

14.2 アップロード（CLI） 
ダウンロードした再送データを、クライアント PC から intdash サーバーにアップロードします。 

あらかじめ再送データをダウンロードしてください。 ダウンロード方法には、ターミナル設定を用いる方法と、FTP を用いる

方法があります。 

再送データのアップロードは以下の手順で行います。使用する OS にあった説明を参照してください。 

・ CLI アプリケーションを起動する（Windows, macOS） 

・ intdash-edge-uploader を起動する（Windows, macOS） 

・ intdash-edge-uploader の完了を待つ（Windows, macOS） 

CLI アプリケーションを起動する（Windows） 
1. 【コマンドプロンプト】 を起動します。 

intdash-edge-uploader を起動する（Windows） 
2. 【コマンドプロンプト】 に、提供した intdash-edge-uploader のフォルダーにある 【Win32¥intdash-edge-uploader】 を

ドラッグ＆ドロップします。 
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Point:プロキシ環境下で使用する場合 

あらかじめ以下のコマンドを実行してから、【Win32¥intdash-edge-uploader】をドラッグ＆ドロップしてください。 

set HTTP_PROXY=http://[user:pass@]ip[:port] 

set HTTPS_PROXY=http://[user:pass@]ip[:port] 

・user : プロキシサーバーにアクセスするユーザー名(オプション) 

・pass : プロキシサーバーにアクセスする時のパスワード(オプション) 

・ip : プロキシサーバーの IP アドレス、もしくは URI 

・port : プロキシサーバーのポート番号(オプション) 

例: 使用されているプロキシサーバーが、http://proxy.net の ポート番号 8080 の場合: 

set HTTP_PROXY=http://proxy.net:8080 

set HTTPS_PROXY=http://proxy.net:8080 

3. 【コマンドプロンプト】 に、以下の文字列を入力します（文字列のはじめと最後のスペースも入力します）。 

   -s <サーバーアドレス> -e <エッジ UUID> -t <エッジトークン> 

4. 【コマンドプロンプト】 に、ダウンロードした再送データ（zip ファイル、または、フォルダー）をドラッグ＆ドロップします。 

Point:再送データがフォルダーの場合 

フォルダー構成が以下の条件を満たしている必要があります。 

・フォルダー名が <整数 9 文字>_<整数 10 文字>.<整数 9 文字> である。 

・フォルダー内に .meta というファイルがある。 

・フィルダー内にある拡張子 .bin というファイルは <整数 10 文字>_<整数 10 文字>.<整数 9 文字> という名前である。 

5. 【コマンドプロンプト】 に、【エンターキー】 を入力します。1 

例： 

  set HTTP_PROXY=http://root:password@10.0.0.111:3128 

set HTTPS_PROXY=http://root:password@10.0.0.111:3128 

C:Users¥ユーザー¥> C:Users¥ユーザー¥デスクトップ¥intdash-edge-uploader¥UploaderForWindows -s 

project.intdash.jp -e 01234567-0123-0123-0123-0123456789abcdef -t 

abcdefghijklmnopqrstuvwxyzABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV C:Users¥ユーザー¥デスクトップ

¥000000001_1563766531.000000000 

intdash-edge-uploader の完了を待つ（Windows） 
6. 再送の準備が完了し再送を開始すると、以下のように intdash サーバーアドレスとエッジ UUID が表示されるので、設定が正し

いことを確認します。 

  Resend settings 

- Server : project\.intdash\.jp 

- Edge UUID : 01234567-0123-0123-0123-0123456789abcdef 

 

 

 

 
1 セキュリティーソフトによる警告などが出る場合には、実行を許可してください。 
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Point:再送データが zip ファイルの場合 

zip ファイルの解凍処理の進捗がダイアログで表示されます。 

7. 再送が開始されると、以下のように進捗が表示・更新されるので、100%になるまで待ちます。1 

  Resending... 

2/100% (232/239) 

 

Point:進捗の表示について 

パーセント表示の右側にある括弧内の表示は、残りの再送データ数/全再送データ数です。 

 再送データ数が多いほど再送に時間がかかります。 

8. プログラムが完了すると、以下のように表示されます。 

  Resending... 

100/100% (0/239) 

Resend Complete 

CLI アプリケーションを起動する（macOS） 
1. 【Finder】 で 【/アプリケーション/ユーティリティ】 フォルダーを開きます。 

2. 【ターミナル.app】 を起動します。 

intdash-edge-uploader を起動する（macOS） 
3. 【ターミナル.app】 に、intdash-edge-uploader のフォルダーにある 【Darwin/intdash-edge-uploader】 をドラッグ＆

ドロップします。 

Point:プロキシ環境下で使用する場合 

あらかじめ以下のコマンドを実行してから、【Darwin/intdash-edge-uploader】をドラッグ＆ドロップしてください。 

export HTTP_PROXY=http://[user:pass@]ip[:port] 

export HTTPS_PROXY=http://[user:pass@]ip[:port]   

・user : プロキシサーバーにアクセスするユーザー名(オプション) 

・pass : プロキシサーバーにアクセスする時のパスワード(オプション) 

・ip : プロキシサーバーの IP アドレス、もしくは URI 

・port : プロキシサーバーのポート番号(オプション) 

例: 使用されているプロキシサーバーが、http://proxy.net の ポート番号 8080 の場合: 

export HTTP_PROXY=http://proxy.net:8080 

export HTTPS_PROXY=http://proxy.net:8080 

4. 【ターミナル.app】 に、以下の文字列を入力します。 

  -s <intdash サーバーアドレス> -e <エッジ UUID> -t <エッジトークン> 

 

 

 

1 表示が 0%から進まない場合や、エラーが表示される場合は再送が正しく行えていません。Ctrl + C で終了した後、クライアント PC の 

ネットワーク接続の確認と再送データの再ダウンロードをお試しください。 
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5. 【ターミナル.app】 に、ダウンロードした再送データ（zip ファイル、または、フォルダー）をドラッグ＆ドロップします。 

Point:再送データがフォルダーの場合 

フォルダー構成が以下の条件を満たしている必要があります 。 

・フォルダー名が <整数 9 文字>_<整数 10 文字>.<整数 9 文字> である。 

・フォルダー内に .meta というファイルがある。 

・フィルダー内にある拡張子 .bin というファイルは <整数 10 文字>_<整数 10 文字>.<整数 9 文字> という名前である。 

6. 【ターミナル.app】 に、 【リターンキー】 を入力します。1 

例： 

  export HTTP_PROXY=http://root:password@10.0.0.111:3128 

export HTTPS_PROXY=http://root:password@10.0.0.111:3128 

user$ /Users/user/Desktop/intdash-edge-uploader/UploaderForMac -s project.intdash.jp -e 01234567-

0123-0123-0123-0123456789abcdef -t abcdefghijklmnopqrstuvwxyzABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUV 

/Users/user/Downloads/000000001_1563766531.000000000 

intdash-edge-uploader の完了を待つ（macOS） 
7. 再送の準備が完了し再送を開始すると、以下のように intdash サーバーアドレスとエッジ UUID が表示されるので、設定が正し

いことを確認します。 

  Resend settings 

- Server : project\.intdash\.jp 

- Edge UUID : 01234567-0123-0123-0123-0123456789abcdef 

 

Point:再送データが zip ファイルの場合 

zip ファイルの解凍処理が設定表示の前に実行されます。 

8. 再送が開始されると、以下のように進捗が表示・更新されるので、100%になるまで待ちます。2 

  Resending... 

2/100% (232/239) 

 

Point:進捗の表示について 

パーセント表示の右側にある括弧内の表示は、残りの再送データ数/全再送データ数です。 

 再送データ数が多いほど再送に時間がかかります。 

 

 

 

 
1 セキュリティーソフトによる警告などが出る場合には、実行を許可してください。 

2 表示が 0%から進まない場合や、エラーが表示される場合は再送が正しく行えていません。Ctrl + C で終了した後、クライアント PC のネッ

トワーク接続の確認と再送データの再ダウンロードをお試しください。 
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9. プログラムが完了すると、以下のように表示されます。 

  Resending... 

100/100% (0/239) 

Resend Complete 
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15 よくある質問 

お問い合わせの多い質問を下記にまとめます。 

Q: ブラウザからターミナル設定にアクセスできません 
Terminal とクライアント PC との接続に問題がないか、下記をご確認ください。 

・ Terminal とクライアント PC をイーサネットケーブルで接続する場合、イーサネットケーブルが正しく接続されているかを、LAN

ポートの LED などでご確認ください 

・ ブラウザの Proxy の設定が有効になっている場合は、無効にしてください 

 

Q: ログイン時のパスワードを変更できますか？ 
ターミナル設定から、ログイン時のパスワードは変更できません。サポート窓口までお問い合わせください。 

 

Q: ログイン時のパスワードを忘れました 
サポート窓口までお問い合わせください。 

 

Q: CAN やカメラのデータが受信できません 
intdash サービスのデバイスリスト（デバイスリストの詳細は 5.1 デバイスリストにて記載します）で、デバイス設定をご確認くださ

い。 

ステータスごとの確認方法 

・ 停止 

・ intdash サービスが起動していることをご確認ください 

・ 接続済み 

・ CAN バスからデータは受信できている状態なので、下記の設定をご確認ください 

・ 6. ネットワーク画面をご確認ください 

・ intdash サーバーとの 7.2 接続テストを行ってください 

・ Visual M2M Data Visualizer の設定をご確認ください 

・ 未取得/未接続 

・ 機器との接続部分やケーブルをご確認ください 

・ 一般的な Web カメラの場合、撮影中にカメラ本体のインジケーターが点灯しているかをご確認ください 

・ CAN トランシーバーの各インジケーターが正常に点滅しているかをご確認ください 

・ エラー 

・ エラーメッセージの内容をご確認の上、サポート窓口までお問い合わせください 

 

Q: ハードウェアクロックの時刻が正しく表示されず、過去の時刻が表示されています 
ハードウェアクロックの電池が消耗している可能性があります。サポート窓口までお問い合わせください。 

 

Q: モバイル通信の IP アドレスが表示されません 
モバイル通信の設定に問題がないか、下記をご確認ください。 

・ モバイル通信の APN 設定（APN 設定の詳細は 6.3 モバイル通信にて記載します）が正しく設定されているかご確認ください 

・ SIM カードが正しく挿入された状態で Terminal の電源を投入してください 

・ Terminal に WWAN のアンテナが接続されていることをご確認ください 



 

 61 

Q: intdash サーバーとの接続テストが成功しません 
モバイル通信の設定に問題がないか、下記をご確認ください。 

・ モバイル通信の IP アドレス（IP アドレスの詳細は 6.3 モバイル通信にて記載します）が表示されていることをご確認ください 

・ IP アドレスが表示されていても intdash サーバーとの接続テストが成功しない場合、サポート窓口までお問い合わせください 

 

Q: Bluetooth アプリと接続できません 
Bluetooth の接続・設定に問題がないか、下記をご確認ください。 

・ Bluetooth の USB アダプターが正しく接続されていることをご確認ください 

・ Bluetooth 接続サービス（Bluetooth 接続サービスの詳細は 11.4 Bluetooth 接続サービスにて記載します）が ON に設定され

ていることをご確認ください 

・ 設定に問題がない場合は、Terminal App をインストールしたスマートフォンの Bluetooth 機能を OFF/ON し、再度接続してく

ださい 

・ スマートフォンの Bluetooth 機能の OFF/ON でも接続できない場合、スマートフォンの Bluetooth 設定画面から Terminal と

のペアリング情報を削除し、再度ペアリング登録してください 

 

Q: ソフトウェアのアップデートに失敗しました 
ターミナル設定に表示されるエラーをご確認の上、サポート窓口までお問い合わせください。 

 

Q: 設定の初期化方法 
出荷時に初期化用のバックアップファイルを提供しますので、このバックアップを使用して初期化してください（復元方法の詳細は

11.1 バックアップにて記載します）。 
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16 お問い合わせ 

ご不明点などございましたら、下記までお問い合わせください。 

メールアドレス(サポート窓口) 
VM2M-support@aptpod.co.jp 

ホームページ 
株式会社アプトポッド 

https://www.aptpod.co.jp 

https://www.aptpod.co.jp/
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